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Habitable Worlds Observatory (HWO)の主要機器として紫外線多天体分光装置や面分光装置の搭載を想定して設計検討
が進められている。またこれらの装置には高分散分光機能を含めることも検討されている。本発表では、日本がこれま
でに検討を進めてきた高分散分光器（HRS）および面分光器（IFS）の状況を紹介する。

これら装置の主要な科学目的は、地球型系外惑星の上層大気におけるトランジット分光観測、氷衛星の水蒸気プルーム
活動のモニタリング、火星・金星・タイタンの上層大気、小惑星の反射分光、彗星活動、さらに銀河やその進化を対象
としており、惑星科学から宇宙物理分野まで広い範囲に及ぶものである。これらの観測を可能にするため、現在検討中
の遠紫外線宇宙望遠鏡計画「LAPYUTA」で培われた技術を基盤として、フォトンカウンティング用の大型・高効率テー
パー型マイクロチャンネルプレート検出器、および高反射率コーティングの開発を進めている。

FUV観測装置の具体的な設計仕様は以下の通りである。

FUV-HRS: コリメーターミラー、エシェル回折格子、クロスディスパーザー、および大型MCP検出器で構成され、波長
帯 100–180 nm において分解能 R > 120,000 を達成する。主要な原子輝線H, C, N, Oおよびイオン線C I, N Iなどが観測対
象となる。

FUV-IFS: 80枚の回折格子、4基のMCP検出器を搭載し、波長範囲は~100–180 nmである。2つのイメージスライサーを用
い、運用モードとして、広視野モード（視野 5'' x 5''、スリット幅 0.07''、R ~2,000）および狭視野モード（視野 2.4'' x
5''、スリット幅 0.03''、R ~ 5,000）の2モードを備える。

さらに、近紫外線（NUV-IFS, NUV-HRS）および可視光（VIS-IFS）についても検討中である。本発表では、主要な科学
目的やHWO向け観測装置の検討状況、紫外線技術開発の最新の進捗状況について報告する。
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